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野島公園（横浜市）のササラダニ類

小菅皇夫

Kimio Kosuge: Oribatid Mites in Nojima Park (Yokohama City) 

はじめに

ササラダニ類をはじめとする土壌動物の種類組成

や量は地理的要因， 土壌の物理化学的要因（水分，空

気成分，土性，有機物，pH，温度，光条件など）お

よび生物的要因 （植物，微生物，動物など）が複雑

にからみあって決定されている（青木， 1973）。腐食

性，すなわち落ち葉などの植物遺体を分解するササ

ラダニ類は種類，個体数ともに自然界では最も優勢

なグループであり，人為的な環境変化，特に植生の

変化に敏感に反応して，その群集組成を変えること

が知られている（青木，1995）。

今回， 筆者らは自然、海岸とそれに接する樹林を有

することで，横浜市内では貴重な存在である野島公

園で，そこに生息するササラダニ相を調査した。今

回の調査では種組成と植生の関係を明らかにするこ

とを主目的とした。なお，本調査は横浜市環境衛生

業務研修会の研究課題として行った。

調査地の概要

野島公園（横浜市金沢区）は横浜市の南東端に位

置し東京湾に面した面積176.536ぱの総合公園で、

ある （図1）。 その歴史は古く，江戸時代には物見遊

山の客で賑わった。第二次大戦中に巨大な地下基地

が日本海軍により構築されたが，戦後横浜市によ っ

て整備され，昭和31年4月に開園した。

横浜市に残された唯一の自然海岸を有し，公園のほ

ぼ中央には海抜57mの野島山があり， 昔の地形の特徴

を残している（図2）。また，海岸と野島山の聞にはキャ

ンプ場や運動場などがあl人市民に利用されている。

植物相を概観すると，海岸部やキャンプ場等の周

囲にはクロマツ等がまばらに植栽されているにすぎな

いが，野島山の斜面には樹林が良く発達している。ク

ロマツ，コナラ，エノキ，ケヤキ，ヤマグワ，アカメ

図2シーサイドライン・野島公園駅より見た野島山

ガシワ，ミズキ，ムクノキ，シロダモ，タブノキ，サ

ンコ、、ジ、ユ等が高木層を形成し，クロマツ，コナラ，エ

ノキは特に数が多い。中低木層にはアオキ，イヌピ

ワ，ガマズミ，ヤブツバキ，ウツギ， トベラ，クサ

ギ，エノ シマキブシ，フジ等が分布している。

調査およびデータの解析方法

試料の採取は拾い取り法 （青木， 1978）に準じて

行った。すなわち， 任意に選定した 1箇所，約5m

×5mの範囲内から土壌表層堆積有機物（落葉落枝

を含む）と上層土を合わせて約2リットル拾い取り

試料とした。なるべくさま ざまな植生を含むように

場所を選定し，12箇所より試料を得た。試料の採取

は2002年8月から12月の聞に4回行っ

た（図3）。

試料はその日のうちにツルグレン装

置に投入し， 60ワット白色電球を72時

間照射して，ササラダニ類を約80v/v%

エチルアルコール中に抽出した。得ら

れたササラダニ類をガムクロラール液

にて封入し，プレパラート標本とした

後同定した。現在， 標本の大部分は著者

ド
／

図1神奈川県における野島公園の位置。
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図3野島公園の採集位置とf采集テーッ

が， 一部は青木淳一氏および大久保憲秀氏が保管し

ている。

ササラダニ類による自然性の評価法として，関東地

方南部における調査結果に基づき，環境選択の範囲が

比較的はっきりしていて環境診断に使えそうな 100種を

選定し， これらを環境区分毎に5群に分類し，調査地

に生息する種をこれと比較して評価する方法が提唱され

ている（青木， 1995）。この5群とは， A群：自然林や

神社林を主体に生息する種 （25種）' B群 自然林か

ら二次林にかけて生息する種（22種），c群 ・二次林を
中心に生息する種（21種）， D群・ さまざまな環境に幅

広く生息する種（20種）' E群 ：人工的環境に多く生息

する種（12種） である。当然のことながら，A群の種が

多い環境は最も自然度が高く， B群＞C群＞D群＞E群

の）｜頃に自然度が低下した環境を指標することになる。

そこで，それぞれの群の種に，A群の種＝5点，

B群の種＝4点， C群の種＝3点， D群の種ニ2点，

E群の種＝l点の点数を与えることにする。このとき，

「自然性」を表す評価点は，

{(A群の種数× 5)+ (B群の種数× 4)+ (C群
の種数× 3)+ (D群の種数×2)+ (E群の種数×
1) ｝÷（A～E群の合計種数）

の式によって計算された値を用いることとする。 すなわ

ち，種の多さ ・少なさは度外視し， 「自然性」の評価

としたものである。 この評価点が5に近づくほど調査し

た場所の自然性がたかく， 0に近づくほど自然性が低

いとし、うことになる。

結果および考察

調査結果を表1に示した。表Iには種のレベルま

で同定が完了したもののみを示した。現在までに3

3科61種のササラダニ類が確認された。

2002年8月2日 沿岸部のススキ群落

2002年8月28 沿岸部のススキ群落

2002年8月2a 沿岸部のクロマツ植栽地

2002年9月12日 野島山東斜面上部の樹林

2002年9月12日 野島山南東斜面上部の樹林

2002年9月12日 野島山南西斜面上部の樹林

2002年IO月4日 クロマツ等の植栽地

2002年JO月4日 クロマツ、ツバキ等の植裁地

2002年IO月4日 野島山南斜面下部の樹林

2002年12月6日 沿岸部のクロマツ値裁地

2002年12月6日 沿岸部のクロマツ植栽地

2002年12月6日 野島山北斜面下部の樹林
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神奈川県のササラダニ類は神奈川県産ササラダニ

目録としてまとめられ， 209種が報告されている （原

田・青木，1984）。 また1981年から 1982年にかけて，

4箇所の神奈川県指定天然記念物地域が調査され，

その結果22種 （種のレベルまで同定されたものに

限る）が追加された（伊藤 ・青木， 1987）。 さらに都

市部から記録された2種（青木， 2000）を加えると

233種の生息が確認されている。

今回採集された種の中で，本県において過去に報告

がないものは9種（表l中で、は通し番号の前に＊印を付

けて示した）である。この9種のうち， ジュズ、ダニ科のワタ

ゲ、ジュズ、ダ二，オハラメジュズ、ダニ， セスジジュズ、ダニお

よび、マド、ダニ科のアオキマド、ダニ，アミメタワシマドダニの

5種は神奈川県産ササラダニ目録が報告された 1984年

以降に新種記載された種である（Enami& Aoki, 1988 ; 

Enami & Fujikawa, 1989; Enami, 1992; Chinone, 2003）。

過去に報告のない9種を既知の種に加えると，本県

産のササラダニ類は242種となる。これは東京都より

報告された230種（新島 ・水谷， 2003）を若干上

回る数である。また、野島公園においては神奈川県

より報告された種の約25%が確認されたことになる。

ササラダニ類の中で，各地においてしばしば優数種

となる科として，15科（ツブダニ科，コイタダニ科，イレ

コダニ科， へソイレコダニ科，フリソデダニ科，クワ

ガタダニ科，ジ、ユズダ、ニ科，クモスケダニ科，マドダ

ニ手ヰ，ヒワダニ手ヰ，ヒワダニモドキ科，コパネダニ干ヰ，

コソデ夕、ニ科，イカダニ科およびセマルダニ科）が示

されているが （青木， 1973），今回の調査で、はセマルダ、

ニ科に属するダニはl種も採集されなかった。

採集調査を行った12箇所を植生の類似性により，沿

岸部のススキ群落（図3のaおよびb），クロマツ（あるい

はクロマツを主とした）植栽地（同c,g, h, jおよびk)



表1野島町のササラダニ類

ヒワダ二科 Hypoch曲。凶銅器
l.フトゲ、ナガヒワダ、ニ ＆hypochthoni出町市問団gerA味i:d,e,f 

ヒワダニモドキ科 Eni吋 1th剖Iii白e
2ヒワダニモド、キ Eniochthoniusminutissima (Be加 e):f 

チョウチンダニ科 Sp！田町副主thoniidae
3＿チョウチンダニ や•haerιhthonius乎l印刷凶（Berlese):e,f 

イレコダニ科 Ph血m曲ridae
4＿クゴウイレコダニ P/onaphacarnskugoi(Aoki) :b,d 
5ヤマトイレコダニ Phthira岬包括japonicusA依ij,I 

タテイレコダニ科 Oribot討tiidae
6ジャワイレコ夕、ニ Ind的制jav側目（Sellnick):d,i 
7 オクヤマイレコダ‘ニ M目。·tr•加 okuyamaiAoki・：d,1

へソイレコダニ科 Euphthirac国対ae
8ヒメヘソイレコダニ的問同国a油 a(C.L.K剖）
:b,c,e,f.九ij,k,I

ツツJ、ラダニ科 Lorn加問泌dae
9フトツツノヴダニMixa同月町田bAoki :I 

ハラミゾダニ科 Epilohma回世idae
10.オオノヴミゾ、ダ、ニ Epilo加世間aovata Aoki :f 

11.ヒメハラミゾダニ E.pa／／，山 pacificaAoki :f 

アミメオニダニ科 Nothridae
12.ハナピラオニダ‘ニ Nothrnsbiciliat山 CLK吋 1:b,c,g,h,ij,k.I 

ツキノワダニ科 Nanhern凶nniidae
13.オバケツキノワ夕、ニ Ma始。抑制叩h師U臼（Hartm剖）:d 

ジュズダニ科 Damaei伽e
*14.ワタゲジュズ夕、ニ Epida1r回eusj均gi/isEnami et F可1kawa
:d,e,f,h,i,I 
牟15.オノ＼ラメジュス、タキ二五oharens店Enami:f 
牟16.セスジジュズ、タ守ニ Teet副おn回目ISstri.at回Aoki:e,f,iJ 
17.ヨロイジュズ夕、ニ 主annat町Aoki:d,e,f,i 

マンジニLウダニ科 Cep恥idae
18.サドマンジュウダニ S庇iixepheiιundulat山 Aoki:e 

ヤッコダニ科 Mi<.To:retidae
19.ヤッコダ、ニMicrozel国atιilia/usGrandje釦：e,f

イチモンジダニ科 Erem叫idae
20.イチモンジダニfr，白山l師 aveniferBerle配：d,e,f

クモスケダニ科 Eren曲 elbidae
21.ヤマトクモスケ夕、ニEremobelbajap日前aAoki:e,f,i,I 

モリダニ科 E回n蹴 i也e
22.ホソゲモリ夕、ニ Ere1naeustenuisetiger Aoki :I 

ザラタマゴダニ科 X回世lidae
23.ザラタマゴ夕、ニXenilluslegι>eranus(Hermann) :e 

イブシダニ科 Carabodidae
24.ヒビワレイフ＼ンダニ Carabodesrim四回Aoki:f 

クワガタダニ科T倒闘が悶dae
25.クワガタ夕、ニ Tectocepheus velat山仰ichael):b品 h,i
26.トゲクワガ‘タタeニ主 C凶;pid.倒 d山 Knlille:b,e品h,I
27.カコイクワガタダニ主 elegansOhkubo :b,d,e,f 

1）科の配列、科、種の名称および学名は青木(1999）に従った。
2）関3の採集位置を学名の後ろに示した。

イカダニ科 Ot眠 pheidae
28.ヤマトオオイカダニ Megゆ附epheusj呼>anicusAoki・1
29.コンボウイカダニ Fissicepheusclaνa1us (Aoki) :e,(I 
30.カンムリイカダニ Fcoronari.us Aoki :e,f,i,k,l 
31.ヒョウタンイカダニ Dolicheren岡田ue/ongat山 Aoki:d,e,f,I 
*32.ノくローイカダニD.balogんAoki:d 

イカダニモドキ科 Tokun附 pheidae
33.イカダニモドキ Ta知n町eph甜 smiz，凶a附iAoki:f 

ツブダニ科 ~iidae
34.タモウツブ夕、ニMult回>ppiabrevipec.伽ataSu四ki‘f
35.スジツフ‘タマニ Striatoppiaopuntiseta Balogh et MahW1ka :g 
36.コブ、ヒゲ、ツブタ守ニArcoppiaviper回（Aoki）。：b,d,f,h,i,k 
37.ノゲツブ、夕、ニMediaxyoppiaacuta (Aokり：e,f
38.ヨーロツノぞツフ、夕、ニLauropp叫，1eerlandica(Oudemans) :d,e,(i,I 
39.ナミツフe夕、ニ Oppiellanova (Oudemans) :c,f 
キ40.ホソトゲ、ツフ、ダニ Subi凶 el/a即 urva(Aoki）・d
41.ズ、ンツブダ、ニN即trichoppiazushi(Aokりf
ホ42.＂ルカタツ ブ夕、ニ Ne，岬 meri.oppiaventrosquamosa (H抑制） :I 

マドダニ科 Suctobelbidae
43.ナギナタマドダニ ふ1dobellbe/la問＇ginata(Aoki) :e,(i 
*44.アオキマドダ、ニ S.aokii Oiin叩 e:f 
本45.アミメタワ、ンマド夕、ニ Srel，削 lataOiinone :e,f 
46.コン州、ウマドダニ S.singulari.s (S廿-enzke）丸f

モンガラダニ科 Licne同町田ei也e
47.モンガラダニ Licnerema副 snovaeguin剖eBaJ噂h:e,f,l 

シダレコ‘ノデダニ科 Xylobatidae
48.ナガコソデ夕、ニXy!obat白 lophotrich凶（Berl田e):d,j 

コイタダニ科 Oriba組lidae
49.サカモリコイタダニ Eporih山 lasakamori.i (Aoki) :a 

コソデダニ科 Haplo:retidae
50.ケノミマノレコソデダニ Pelori.bat酉 barbatusA改i:a,c,e,iJ 
*51.ペルーマルコソデ夕、ニ Rmuscicola Hammer扶

52. ツノコソデダニ R目的•zd百四剖l附（Berlese) :b 

オトヒメダニ科Schei回batidae
53.コン付ミウオトヒメダニ Scheわ・ribat百latipes( C. L. K剖カ1):c,g,h 
54＿ノ、ノミビロオトヒメタニSlaeν・ig.叫日（CL.Koch):g,hjJ 

コパネダニ科 Cerato:retidae
55.ヤマトコパオペダニ Ceratozet百jrJJ回n回isAoki :f 
56.キュウジョウコパネダニ仁町：peratorius(Aoki):f 

J＼ナスジダニ科 Hu蹴：robatidae
57.ハナスジ夕、ニ Humerobatesvar叫sOhkubo・：a,c

エンマダニ科 Pheno戸lopidae
58.ネンネコダニ Pe!optulus四nericanus(Ewing) :a,c 

フリソデダニモドキ科 Galumndlidae
59.フリソデ‘ダニモドキ Galumnellanipponica Suzuk et Aoki :d,e,f 

フリソデダニ科 Galumnidae
60.チヒ、ケ、フリソデダニ T町hogal.凶・nnaniPJ.却，iica(Aoki)

:b,c,d,(g,h付，k,I
61.ハルナフリソデ夕、エRaltera (Oudem拙）ば

3）過去に神奈川県内における報告がない種（新記録種）は、通し番号の前に＊印を付けて示した。
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表2調査地聞の共通種とJaccardの共通係数

調査地 ススキ群落 クロマツ植栽

（種数） (14) (18) 

樹林 10 13 

(54) 0. 17 0. 22 

9 
クロマツ植栽

0. 39 

1)太枠内については、共通種数を上段に、 ’Jaccardの共通係数を

下段に示した。 2)Jaccardの共通係数は二つの種聞の類似度を表

し、二つの群集が全く同じ場合は1、全く異なる場合は0となる。 a

A 地域の種数、 b: B地減の種数、 c両地減の共通種数の時にc

(a+b c）で表される。

および野島山斜面の樹林（同d,e, f, iおよび1）の3

グループ。に分類し，各植生から得られた種を比較した

（表2）。

樹林部分からは 54種と最も多くのダニが確認さ

れ，このうち 38種が樹林からのみ採集された。この

3 8干重のうち，ジャワイレコダニ，フトツツハラダ

ニ，イカダニモドキ，ヒビワレイブシダニ，ホソゲモ

リダニおよびフリソデダニモドキは自然度の高い林

に生息する種である （青木，1995）。ススキ群落とは

10種，クロマツ植栽地とは 13種が共通で、，類制度は

小さかった。 100種法により計算した自然度評価点は

3.00であった。また，ホソトゲツブダニは奄美大島，

マルカタツブダニは小笠原父島より報告された種で

あり （青木， 1999），本調査で確認されたことは興味

深いが，これら2種も樹林部分からのみ採集された。

クロマツ植栽地からは18種が採集され，スジツブダ

ニ，ペルーマルコソデダニおよびコンボウオトヒメダ

ニの3種はこの植生のみから確認された。このうち，

スジツブダニは二次林を中心に生息する種，コンボウ

オトヒダニは人工的環境に多く生息する種である（青

木， 1999）。ススキ群落との共通種は 9種で，類似度は

比較的大きかった。自然度評価点は 1.32で、あった。

ススキ群落からは 14種が採集され，サカモリコイ

タダニおよびツノコソデダニの2種はこの植生のみか

ら確認された。前者は人工的環境に多く生息する種，

後者はさまざまな環境に適応し，幅広く生息する種で

ある （青木， 1999）。自然度評価点は 1.75であった。

一方， 全ての植生より得られたのは7種であっ

た。これらのなかでヒメヘソイレコダニ，クワガタ

ダニ， トゲ、クワガタダニ，コブヒゲツブダニ，ケノt

マルコソデダニおよびチビゲフリソデダニの6種は

さまざまな環境に幅広く生息する種 （青木， 1999）で

ある。野島公園全域より採集された種から計算した

自然度評価点は2.85であった。

県内で野島公園と同様に海に面した広葉樹林を有
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する大磯高麗山では， 79種（種のレベルまで同定さ

れたものに限る）のササラダニ類が採集され（伊藤・

青木， 1987），自然度評価点は3.34であった。野島公

園の種数，評価点はともに高麗山の値より小さいが，

高麗山公園の面積 140.Shaに対し野島公園の面積が

200 dに満たないこと，植生に関しても常緑広葉樹

林，コナラ林，スギ林などを持つ高麗山と比較して

単純であることなどを考慮すれば妥当な値であると

思われる。特に野島山斜面の樹林帯は，市内に残る

貴重な緑地で，市民の身近な利用地として，現状の

まま保存されることが強く望まれる。

最後に，ダニの同定にご尽力いただいた三重県病害

虫防除所の大久保憲秀先生，滋賀県農業総合センター

の江波義成先生，同定ならびに貴重な御助言をいただ

いた神奈川県立生命の星・地球博物館の青木淳一先生，

また本稿の作成にあたり多くの御指導をいただいた横

浜市衛生研究所の金山彰宏先生に厚くお礼申し上げる。
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